
県ＰＴＡ連合会主催「子育てセミナー」から
栃木県ＰＴＡ連合会が主催して毎年この時期に子育てセミナーを行っています。今年はテレビ等で

お馴染みの心療内科医明橋大二氏の「子育てハッピーアドバイス」～思春期こそ意識したい子どもの
あけはしだ い じ

「自己肯定感」～と題する講演会でした。ほんの一部ですが、紹介します。

１ 今の日本の子供たちは自己肯定感が低い。

国際比較調査「自分は価値のある人間だと思う」と 明橋先生は、自己評価の低さ＝自己

答えた高校生の割合 肯定感、自尊感情の低さとしてます。

＊「自分は生きている価値がある」とか、「大

日本 36.1% 米国 89.1% 中国 87.7% 切な存在だ」とか、「ありのままの自分が好き」

という感覚を自己肯定感あるいは自尊感情とい

(Ｈ２３年「高校生の心と体の健康に関する調査」日本青少年研究所) います。

※今の子どもをめぐる問題の根っこは、「自己肯定感の極端な低さ」とみています。

２ こころの成長の土台は自己肯定感である。

自己肯定感は、だいたい０歳から３歳に育つ。お母

さんに抱っこしてもらったり、おっぱいを吸わせても

らったり、「よしよし」してもらったり、そういうこ

とを通じて、気持ちが育まれる。

そういう気持ちを土台として、初めて可能になるの

が、しつけとか、生活習慣というものである。

そして、小学校生活において勉強が成り立つのです。

３ 自己肯定感は育て直しができる。

子どもは、「どうせ」と言ったり、「おなかが痛い、頭が痛い」と言ったりと、いろいろなサ

インを出してくる。自己肯定感が低い、或いは下がったと気づいたら、「あなたは大切な人間

なんだよ」「生まれてきて、よかったんだよ」「大好きだよ」という気持ちをしっかり伝えて、

もう一度土台を育て直ししていけば、いくつになっても、いくらでもやり直しができる。

家庭における学習時間が増えました ～家庭学習がんばりカードの活用～

本校では、学力向上の対策の一つとして「家庭における学習習慣の定着」に力を入れています。家

庭学習には、次の日の学習の予習とその日習った内容の復習が考えられますが、主として復習の時間

をしっかり確保し、くり返し学習して定着を図ってほしいと考えています。そのため宿題の工夫をし

たり、学習意欲を高めるはたらきかけをしたりしています。今回（10月20～24日）家庭学習がん

ばりカードを活用し、家庭における学習時間の確保及び増加をねらい強調週間を設定しました。

下記の表のとおり、大きな成果がありました。一過性の増加に終わることなく、家庭学習に取り組

んでほしいと思います。引き続き御支援をお願いします。

家庭学習の平均時間＜６月と１０月の比較＞ （単位：分）

月 学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ※家庭学習の強調週間であっ

たとはいえ、子供たちの努力と

片小ブランドチェック票（６月） ２０ ２１ ２７ ３０ ３８ ３５ 保護者の皆様の御協力により、

すべて学年で学習時間が大きく

家庭学習がんばりカード（10月） ２９ ３３ ４１ ３６ ５１ ５３ 伸びました。

各種たよりを御活用ください
学校から学校、学年だよりをはじめ、保健、給食、図書だより等、多くのたよりを発信しています。

旬な情報やお役に立ちそうな情報を選んで掲載していますので、ぜひ一読をお願いします。

１１月の「学習指導だより№７」では、家庭における学習の内容について、ヒントとなることを記

載しました。家庭学習の充実のため御参考にしてください。


